
「体験」から「実践」へ ─
ネイチャーポジティブを自社の力に

第2回 企業人のための生物多様性セミナー2025

 ～ヤマネ棲む「森」から広がる企業活動～

経団連自然保護基金助成セミナー

 　いま企業には「ネイチャーポジティブ経営」への参画が求めら
れています。2025年4月施行の「地域生物多様性増進法」や8月開
始の「自然共生サイト支援証明」など制度は整いつつありますが、

「何から始めればよいか」、「森はあるがどう活かすか」、「土地がな

くてもどう関われるのか」と迷う企業も少なくありません。

 　本セミナーでは、環境省・番匠克二氏による講演と質疑応答を
通じて、地域生物多様性増進法の制度の背景やビジョンを直接学

び、経営実践の方向性を探ります。さらに、森の生きもの体験から

生物多様性を体感し、経営戦略へと視野を広げ、自社事業にネイチ

ャーポジティブを活かす実践案の醸成を目指します。

企業が参画するネイチャー
ポジティブの実践とその価値

seminar@yamane-ikimono.org biodiversity2025.peatix.com

開催日
2025 9.16-17
会場
八ヶ岳の森
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第２回

目 的

研 修 メ ソ ッ ド

期 待 で き る 成 果

開 催 概 要

ス ケ ジ ュ ー ル

企業人のための生物多様性セミナー2025

1.企業が「地域生物多様性増進法」のビジョンとネイチャーポジティブの知識・価値を知る。

2.森から都市まで多様な環境で業務に活かせる実践案を構想する

3.土地を持たない企業でも参画できる「支援」の方法を学ぶ

4.ヤマネや生きものの体験を通じて生物多様性価値を実感し、行動意欲を高める

5.異業種交流を通じて、新たな視点や発想を得る

主催：一般社団法人ヤマネ・いきもの研究所
共催：一般社団法人生物多様性アカデミー
協力：ワンアソシエイツ
助成：公益信託経団連自然保護基金

2025-08-22-v1

1.土地の有無にかかわらず、「地域生物多様性増進法」を用いてネイチャーポジティブと自社事業との

つながりを明確化し、具体的な取り組みを構想できる

2.自然共生サイトの仕組みや支援証明の活用方法を理解できる

3.専門家・環境省との対話から実践的知見を得て、社内での合意形成に活かせる

4.いきもの体験を通じて、生物多様性の価値を体感し、自社の理解と行動に結びつける

5.異業種交流から新たな協働やアイデアのヒントを得られる

1. 「体験」：ヤマネなど森の生きものとの出会いで、生物多

様性の本質を体感

2. 「講義」：「地域生物多様性増進法」と「自然共生サイ

ト」・「ネイチャーポジティ ブ」などの解説と質疑応答

3.  「ワークショップ」：自社課題に引き寄せ、ネイチャーポ

ジティブなアクションを設計

※プログラムは、変更する場合があります。

◇ 行き 新宿8：00発→清里10：32着 → 送迎バスで移動
 1日目／9月16日（火）
  10：45   受付＠清泉寮自然学校

  11：15   開講式・オリエンテーション

   　　　   講義「森の生物多様性価値と企業」

 　 　　　昼食

  13：00　森の時間「森・ヤマネ・いきもの体験」

  16：00　講義「森のヤマネ・いきものと自然共生サイト」

               　夕食

  20：00　夜の森のナイトハイク

2日目／9月17日（水）　
  07：00　朝食　

  08：30　講義

　　　　　「地域生物多様性増進法から企業に期待される

　　　　　ビジョン・活動」

    　　　　「自然共生サイトを展開する仕組み・方法」

　　　　　環境省九州地方環境事務所長

　　　　　（前自然環境計画課長）番匠　克二　氏

  11：00　ワークショップ

           　 「森からのNPを自社業務に活かすには」

  　　　　 昼食

  15：00　終了→清里駅までの自然学校の送迎バスあり

 ◇ 帰り 清里15：45発 →（小淵沢経由）→ 新宿18：45着

日        時：2025年9月16日（火）10:45 ～ 17日（水）15：00
（1泊2日）　
場        所：八ケ岳の森（山梨県北杜市）
宿泊場所：清泉寮自然学校（相部屋）
※ 宿泊は相部屋形式で、異なる企業の方との交流の機会とな
ります。
定        員：20名
参  加  費：
一般企業 10,000円
自然保護協議会会員企業 7,000円（割引後）

宿  泊  費：
1泊4食 14,320円（このうち2,000円補助あり、実費
12,320円予定、当日現金で申し受けます）

【参考】これまでのセミナーの開催環境・場所
「再生の杜」清水建設技術研究所（東京都江東区）：都心近郊の都市型ビオトープ
「二子玉川ライズ」東急グループ（東京都世田谷区）：複合施設内の大規模屋上緑化施設
「イオンモール多摩平の森」イオンモール（東京都日野市）ショッピングセンター内の緑地と
ビオトープ
「新・里山」積水ハウス（大阪府大阪市）：新梅田シティの公開空地に創出された里山空間
「トンボはドコまで飛ぶかフォーラム」（神奈川県横浜市）：企業（マツダR&Dセンター横浜・
JVCケンウッド等）・市民団体・教育機関／専門家・行政の連携による京浜臨海部ビオトープ
 積水化学工業 つくば事業所（茨城県つくば市）：構内に整備された緑化空間
八ヶ岳南麓の里山環境（山梨県北杜市）：田んぼ、水路、森林が広がる自然豊かな里山地域


